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挨拶は人と人とのつながり、コミュ

ニケーションの基本だと言われてい

ます。明るい挨拶を交わすことは誰

でも気持ちのよいものです。ところで

挨拶という字の意味は、"挨"は「心を

開くこと」、"拶"は「相手に近づくこと」

をご存じでしょうか。挨拶は「自分の

心を開いて相手の心に近づき、相手

の心を開くもの」と言えるでしょう。

病院のなかでも心を込めた挨拶を交

わし合えば、お互いの心と心の通い合

いや、信頼関係を築くことができるの

ではないでしょうか。
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「挨拶の意味」
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といっても、相手の心に響く挨拶を

しようと思ってもなかなか実践できな

いものです。そこで次の3つのポイン

トに注意して挨拶をしてみてはいか

がでしょう。

①相手の目を見て、豊かな表情と適

切な挨拶言葉で

②気分次第、相手次第ではなくいつで

もどこでも誰にでも

③まず自分の方から先に

まずは、出勤して上司や同僚と交わ

すひと声がその日のバロメーターで

す。明るく元気な挨拶をしましょう。

そして、状況に合わせて心に込めた挨

拶をしましょう。

朝の「おはようございます」、待合室

や応接室での「お待たせしました」、お

年寄りには「今朝はお加減いかがです

か」、病気がちの人には「どうぞお大事

に」、道や廊下ですれ違ったときの「会

釈」。どんなシーンでも、真心のこもっ

た挨拶が、きっとあなたの気持ちを届

けてくれるはずです。

投稿箱にたくさん
あり、とてもうれし
かったです。どしど
しご応募ください。



3

めると同時に、自分たちの看護を問

われているような気がします。月平

均の入退院が20名～30名ある中、

急性期病状や思春期のエネルギー

に圧倒されがちの日々です。

いろいろな問題にぶつかるたび

南2病棟
師長　澤田しず代

部 署 紹紹 介
●シリーズ No,1●

３号線を行きかう車の中、新緑に囲まれ木のぬく

もりと静かなBGMを楽しみながら、喫茶室『向さ

き』がオープンしました。数少ない精神障害者の就

労支援の場所として開設し、メニューはコーヒーや紅

茶、ジュースと、決して豊富ではありませんが、スタッフの手作りクッ

キーやパンと一緒にゆとりの時間を持ちませんか？

お客様への対応に、まだ慣れないことが多のですが、就労メンバー

とよりよいサービスを頑張っています。よろしくお願いいたします。

南２病棟は、平成13年５月に急

性期治療病棟として認可をうけ発

足しました。

平成15年１月からは定床〈54床〉

のうち、14床をユニット（思春期・摂

食障害）としてたちあげ、新たな取

り組みが始まりました。

精神科急性期治療病棟の目的

は、「急性期の症状に対して集中

的な治療を提供する」ことです。入

院後３ヵ月以内の退院を目指し〈自

宅・アパート・施設など〉社会復帰に

つなげることを目標に取り組んでい

ます。

入退院の激しいなかで、看護師

22名・看護補助者６名が他の職種

と連携を取りながら、チーム医療の

一員としての自覚が持てるよう努

力しているところです。

現在、入院患者数が30床代に激

減していますが、そのことに心を痛

に面食らい、試行錯誤の毎日です

が“今、できることは何か？”を考え、

患者さんに満足していただける看

護が提供できるように頑張っていき

たいと思います。今後ともよろしく

お願いいたします。



作業療法（ＯＴ）とは？

作業療法とは、ＯＴ（Occupational

Therapyの略）と呼ばれ、向陽台病

院で行われている精神科リハビリ

テーションの治療プログラムのひと

つです。

では、その作業療法とは何なの

でしょう？簡単に説明すると、『病気

によって生活に障害が生じている

人に対し、その人がより良い生活を

送るために具体的な作業活動を行

いながら治療・援助する』ことです。

単に仕事のみではなく、炊事や洗

濯、人との話やテレビを見たり、もち

ろん仕事や時に遊んだり…といっ

た人が日常生活を送るうえでの生

活全般の諸活動をいいます。

向陽台病院の作業療法室には

現在作業療法士5名、作業療法助

手1名の計6名が勤務しています。

基本的に、月曜日から土曜日ま

で行われており（土曜日は午前中

のみ）、活動時間については、午前

中は9時40分から11時40分まで、午

後は14時30分から16時30分までの

1日2回の実施となってお

り、入院治療中の方々が

毎日延べ130名程度参加

されています。

当院で実施している作業療法

は、自分らしく、より健康的に家族

や社会で患者さんが主体的な生活

を取り戻すための治療・援助を行

います。

主な目的

●気分転換や気分の発散を行う

●自分の気持ちを表現し、人との

付き合い方を練習する

●体力づくりや自信を付ける

●集中力をつけたり、上手に休息

をとる練習を行う

●生活リズムを整える

●金銭管理や余暇時間の過ごし

方を見つける

●自分の病気についてみんなで考

える

活動の種類・内容

創作活動（ビーズ細工、編み物、革

細工など）、読書、スポーツ、体操、ビ

デオ鑑賞、音楽活動、園芸などを各

曜日ごとで毎日行っています。

目的や活動内容については人

によってさまざまですが、各自自分

にあった活動に参加されています。

作業療法作品について

主にビーズ細工では指輪やブレ

スレット、ネックレスなどの装飾品、革

細工では眼鏡ケースや小銭入れな

ど実用的なものをよく作っています。

ＯＴで作成した作品などについ

ては、当院の文化祭や毎年上通り

で行われているチャリティーバザー

ルなどで展示していますので、機会

があればぜひどのようなものを作っ

ているのかご覧になってください。

若い（？）スタッフばかりで毎日が

試行錯誤の連続ですが、患者さん

や他職種のスタッフに支えられ、切

磋琢磨しながら取り組んでいます。

今後はもっといろいろな活動を行っ

ていけたら…と考えているところで

す。個人的に趣味や特技をお持ち

の方々、向陽台病院の作業療法

活動にぜひ一緒に取り組んでみま

せんか？この機会に作業療法につ

いて皆様に関心を持っていただけ

たら…と思います。
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ＯＴ・作業療法
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精神科医師　
松本　宏美

向陽台病院の「患者さん
に対する姿勢」に魅かれ就職いたしました。
救急医療が専門でしたので精神科は０か
らの出発です。よろしくお願いいたします。

精神科医師
津田美佳子

4月から、毎週水曜日に
お世話になることになりました。至らない面
もあると思いますが、どうぞよろしくお願い
します。

看護師
南本　康子

患者さん･スタッフとの出
会いを大切にし、チームの一員として看護
の役割を一つひとつ学んでいきたいです。

看護師
月野フクヨ

①環境に慣れる。②自
分のできることから行う。③マイペースで行
う。以上3点をモットーに仕事に励みます。

看護師
山下　武代

患者さんのニーズを考
え、行動変容に向けての手助けや気持ち
を支えることのできるよう努力していきたい
と思います。

看護師
高橋真梨子

多忙な日々に流されず
毎日を大事にして、患者さんの思いと自分
の素直な気持ちを見失わないようにしたい
です。

看護師
荒木理恵子

精神科の広い領域のな
かで独自の知識と技術を深め、悩める人
にとって、悩み不安を話してもらえるような
存在価値のある人に成長していきたいと
思います。

看護師
山口　恵子

精神科は初めてで、一
から勉強のやり直しです。今は患者さん
の優しさに助けられてばかりですが、早く
お役に立ちたいと思います。

看護師
濱崎 ゆき

看護師となり1年目で
す。知識も技術も未熟ですが、個別性を
重視した看護が実践できるよう努力して
いきたいです。

准看護師　
黒木　　智

今年から準看護師とな
り、高看の学校に入学することができたの
で、仕事と勉強の両立ができるように頑張
ります。

准看護師　
西　　浩二

看護という仕事につい
て緊張感を持って励んでいます。まずは少
しずつ慌てず着実にいきたいと思います。

准看護師
芦塚　和代

4月から准看護師として
の勤務が始まり、責任の重大さを実感して
います。今後も、一つひとつの業務を確実
に責任を持って行い、患者さんとの関わり
を大切にしていきたいと思います。

准看護師
池田　直樹

忙しい業務のなか、仕
事を頑張っています。一つひとつ確実に
業務を覚えていきたいと思います。

看護学生
宮川　昌幸

分からないことがいっぱ
いあると思いますけれど、勉強と仕事を両
立して頑張っていきたいと思います。

作業療法士
田上　慎也

仕事も少しずつですが
慣れてきました。今後も仕事に責任を持ち、
日々自分を高めていきたいと思います。

臨床心理士
大和　義孝

4月に入職しました大和
義孝です。患者さんにとって役に立つ心
理士となれるようにがんばります。

精神保健福祉士
杉本　篤史

分からないことばかりで
すが、一生懸命頑張っていきたいと思い
ますので、よろしくお願いいたします。

医局秘書
友田　亮子

入職して2ヵ月が過ぎ、
少しずつ仕事にもなれてきました。一人前
の仕事ができるように日々努めていきます。

医　事
大柿　智子

いつまでも初心を忘れ
ず、落ち着いて仕事に励みたいと思います。

医　事
渡辺　聖子

勤務して3ヵ月近く経ち
ますが、何事も冷静に考え判断するように
心がけていきたい。

医　事
小林　弥生

入社して約1ヵ月経ちま
すが、とまどってばかりです。一日でも早く
仕事を覚え、皆様と一緒に明るく元気に頑
張ろうと思います。

新人人紹介



私が病院に勤め始めてから早

いもので、20年が経ってしま

いましたが、語りつくせないほどの

いろんなことがありました。家庭で仕

事をしていた私にとって、外に出て

働くということは、一大決心しなけれ

ばならないほど勇気がいることでし

た。自分だけでなく、家族の協力な

しにはできるはずがありませんし、子

供たちにも淋しい思いをさせました。

現在は、年老いた両親と同居し

ていますので、安心して外に働きに

でることができます。当時は身体が

丈夫なほうではなく、家族にも職場

の人にも迷惑をかけたことがありま

す。ましてや、毎日が不安と緊張の

連続でした。何もかもが新しいもの

ばかり、人それぞれ、性格も違った

者同士が一緒に仕事をしていくと

いうこと、とてもむずかしいと思いま

した。しかし仕事をしていくうちに、

環境の変化なのか、年をとり、そうい

う時期がきたせいなのか段々と強

くなってきました。

家庭にいたときと違って、生活範

囲も広がり、外出することも多くなり、

人と接する機会も増えてきました。

その反面、悩んだり、泣いたり、笑っ

たり、苦あれば楽ありというような毎

日でした。しかし、その当時は仕事

をするだけの毎日で、振り返ってみ

れば単調な生活をしてきたと思い

ます。

現在は時代の流れでしょうか、

頭を使うことが多くなってき

ました。あまり考えすぎて、落ち込む

こともあります。でも思い直して、ま

た頑張ろうと自分自身にいい聞か

せて、毎日を過ごしています。どん

なに頑張っても、くじけることは、人

には誰でもあると思います。自分自

身偉いことを言える立場ではありま

せんが、そんなときこそ、誰かに歩み

寄って相談したり、腹の底から話せ

る人が必要なのではないでしょう

か。たまには、息抜きもしたらいいと

思うのです。仕事しているときは、

一生懸命したらいいのですけれど、

誰しも限界はあると思います。そう

いうとき、我慢しないで、はっきり言

えるようになりたい、自分自身そうい

う面が欲しいと思っています。仕事

を離れたら一人の人間として、思い

っきりハネをのばしてもいいので

す。私はショッピングや食事をしたり、

ドライブに出かけたりしますが、人そ

れぞれ息抜きの仕方もあると思いま

す。絶対必要なことだと思います。

現在思うことは、苦しいこともあり

ますが、自分のためにはプラスにな

ったと思っています。まだまだ、勉強

不足で、これから先もっとやってい

かなければならないことや、試行錯

誤しながら、良い仕事につながるよ

うにスタッフ全員協力しながら、和を

作っていきたいと思います。

20年を振り返って
栄養部　山瀬 良子
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向陽台病院
●治療プログラム紹介●
コミュニティ（職員・患者）ミーティング
（各病棟毎、１回/週、大集団療法）
入院されている方々が病棟内でよりよい生活を
すごすための、大切な話し合いの場です。
患者スタッフ(P-S)ミーティング
（各病棟毎、１回/週、小集団療法）
入院から退院するまでの期間、少人数のグルー
プに分かれお互いの交流を図っていく場です。
新入院患者ミーティング（毎週土曜日）
初めて入院された方で入院後４週以内の方を対象
に、入院に関する疑問や、不安を語り合う場です。
社会復帰フォーラム（第4水曜日）
すでに社会復帰された方と退院を準備されてい
る方が、意見交換する場です。
うつミーティング（毎週木曜日）
外来・入院患者さんを中心にうつを語り合うミー
ティングです。
アルコールミーティング（毎週月、水２回）
外来・入院患者さんを中心に「断酒」を目的とし
て、互いに話し合い交流を深めるミーティングです。
断酒会（第3土曜日）
自分の酒害体験を語り、仲間の体験に耳を傾け
ながら自分自身を振り返る場です。
摂食障害ミーティング（毎週水曜日）
拒食・過食などの食と行動の問題を語り合う場
です。
摂食障害の家族教室（毎週水曜日）
摂食障害という病気について学びながらその対
応などを話し合う場です。
摂食障害の栄養教室（第4水曜日）
摂食障害の患者さんとそのご家族を対象に栄養
士が指導を行っています。
肥後椿会
患者さんやご家族それぞれの思いを語り、聴きな
がら摂食障害についての理解を深めていきます。
家族の心理教室（第2土曜日）
患者さんのご家族を対象に「心のABC、薬のABC」
という心理教室プログラムを実施しています。
作業療法（OT）
作業を通して、物・人・空間・時などを共有する治
療技法です。
心理教育（毎週水曜日）
入院の方を対象に、OTプログラムとして行ってい
ます。
デイケア・デイナイトケア
社会復帰の援助を考え、自立した生活が行える
ように生活のリズムを整えるなど、それぞれの目標
に応じたプログラムを行っています。
訪問看護
看護師や、精神保健福祉士が、定期的に家庭訪
問し、相談や援助業務を行います。
特殊外来
児童思春期の不登校・ひきこもり、発達の問題を
抱える方を対象とします。

※肥後椿会・断酒会は当院に通院されていない
方もご利用いただけます。

永永永永年年年年勤勤勤勤続続続続ココココララララムムムム
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栄養だより
食中毒に注意しましょう！ 食中毒は夏場に多発します。5月ごろから増加しはじめ、気
温の上昇とともに急激に増加して7～9月にピークとなり、10月に入ると次第に減少し
ます。１年をつうじて食中毒の危険性はありますが、この時期は特に注意が必要です。
食中毒を防ぐために、次のことがらを実行しましょう。①食事の前には手を洗い、清潔
なタオルで拭きましょう。②箸やコップ、ペットボトルは清潔にしましょう。③食品を常
温のもとに長く置いておくと、細菌繁殖の危険があります。食事はつくってから１時間
以内に食べましょう。（管理栄養士　江口）

向陽台そよ風家族会のお知らせ
障害を負った当事者だからこそ分かる、生活のしづらさや悩みがあります。
「向陽台そよ風家族会」は、その悩みを分かち合い解決への道をともに考える、家族の
ための組織で、①患者様を主体に考える、②知識を養う、③学習（受容と理解）を身につ
ける、④情報の交換、⑤会員家族の親睦を図る、を趣旨に活動しています。今年度の活
動予定は別表のとおりですので、ぜひご参加ください。また、会員も募集しています。詳
しくは、病院のソーシャルワーカーにお尋ねください。（PSW 湯川）

よりよい医療サービスが提
供できるようにと6月から電

子カルテが稼動。試行錯誤というよりも
七転八倒？の毎日でした。今回は病棟
や治療プログラムの紹介がメインです
が、次回は電子カルテの苦労話でもお
話しできたらと思います。（広報　松村）

編 集 後 記

向陽台そよ風家族会・平成16年度総会を
開催しました
4月25日、連休前にもかかわらず19名の方々
の参加のもと、新築のデイケア棟ホールで家族
会総会を開催しました。昨年度の経過報告と今
年度の計画について話し合い、総会の後は向陽
台病院の麻生美子看護部長による「向陽台病院
のあゆみ」と題した講演を聴講しました。向陽台
病院の歴史を交え、患者様の社会復帰に向けた
取組みについて分かりやすい説明と、昔の懐かし
い写真も紹介され和やかな雰囲気のなか、後半
には病院のことや治療についての質問や要望な
どもでました。また、喫茶室「向さき」のおいしい
コーヒーをいただき、新デイケア棟の見学もしま
した。病院が大きく変化していく時機を感じつつ、
家族会を一層発展させていく必要を感じました。

これからの予定

7月 9日（金）七夕バイキング……… メニューはお楽しみに！

7月21日（水）土用の丑の日…………ウナギ丼を予定しています

9月17日（金）敬老の日バイキング… メニューはお楽しみに！

9月20日（月）彼岸の入り……………おはぎを用意しています

9月28日（火）十五夜…………………お月見饅頭や月見ゼリーを

用意しています

平成16年向陽台そよ風家族会活動計画

活動予定
定例会 協賛活動

予定時期 場　所

総会 4月24日 新デイケア棟ホール

運動会 5月22日 院庭

講演会 7月予定 新デイケア棟ホール

夏祭り 8月予定 院庭

懇親会 9月予定 新デイケア棟ホール

文化祭 10月予定 向陽台病院内

新年会 平成17年1月予定 新デイケア棟ホール

講演会 平成17年1月予定 新デイケア棟ホール

向陽台病院ではさまざまな情報を発信しています

（PSW 須藤）
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産交バス
向坂バス停から
徒歩3分
明治乳業バス停
から徒歩3分

車
植木ICから約10分

JR
植木駅下車
タクシーで約6分

V
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向陽台病院の理念
主体性を育む病院
● 主体性が障害されている患者さんであっても、同
時に多くの未知数の能力を持っている

● 患者さんは責任ある行動をとりうるし、援助能力を
持っている

● 治療導入時は受動的であっても、最終目標は患者
さんの主体性をとり戻すことである

援助者としてのチーム医療を行う病院
● 患者さんの援助者として、表面的でなく、必ず治療的である
● チーム内の決定は民主制を取っているわけではないが、治療上の重要な
決定はチームによって成されることが最良である

● チーム内での情報の共有化は極めて大切であるが、いかなる情報も外部
に漏らしてはいけない（守秘義務）

地域社会の一員を意識する病院
● 常に共同体の意識を備え、開放的で自由な雰囲気を築き、責任を持つ
● こころを癒し、こころの健康を取り戻して回復できる環境を提供できる病
院とする

●診療科目　精神科・心療内科
●病床数　220床
●外来診療時間　
月～金曜日 午前9時40分～12時30分

午後2時30分～ 5時00分
土 曜 日 午前9時40分～12時30分

〒861-0142 鹿本郡植木町大字鐙田1025 TEL:096-272-7211
http://www.koyodai.or.jp/

医療法人横田会 向陽台病院
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